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２，主要事業・施策の概要  

 

１）首都圏中央連絡自動車道の整備促進（３環状道路の整備） 

  首都圏では今後次々と環状道路が開通し、交通の流れが変わってきます。「３環状

道路」が整備されれば都心を通過するだけのクルマが環状道路を利用するようになり、

都心の渋滞解消が期待されます。 
 【事業区間】 

  一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道 

       （さがみ縦貫道路、高速横浜環状南線、横浜湘南道路） 

 

 

 

 

■事業の進捗状況 

 

現 況 概ね３年後 概ね１０年後

○圏央道（関越道～中央道間）が開通 

○中央環状新宿線が開通 

○圏央道が環状を形成 

○外環道（千葉県区間）が開通 

○中央環状品川線が開通 

神奈川県内の道路ネットワーク整備の推進 

◆ 首都圏中央連絡自動車道の整備促進 

◆ 厚木秦野道路 

さがみ縦貫道路（相模原ＩＣ付近）   ① さがみ縦貫道路（寒川南ＩＣ付近）   ② 
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＜海老名北 IC から相模原 IC＞ （平成２２年度開通目標） 

・調査及び設計、用地買収推進、工事推進をします。（用地取得率 94％） 

  上依知第１トンネル工事（ＮＡＴＭ L=652m）を推進 

  上依知第２トンネル工事（開削 L=184m）を推進 

  相模原ＩＣ橋梁上・下部工事 を推進  ほか 

平成２７年度開通目標 
釜利谷 JCT～藤沢 IC 

平成２２年度開通目標 
西久保 JCT～海老名北 JCT 

平成２１年度開通目標 
海老名北 JCT～海老名北 IC 

平成２２年度開通目標 

海老名北 IC～相模原 IC

※ 未開通区間のＩＣ、ＪＣＴは仮称です。

さがみ縦貫道路（上依知第二トンネル） ③ 
さがみ縦貫道路（西久保 JCT）  ④ 

① 

② 

③ 

④ 

相模原 IC 

海老名北 IC 

海老名北 JCT 

西久保 JCT 

藤沢 IC 
釜利谷 JCT 
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＜海老名北 JCT から海老名北 IC＞ （平成２１年度開通目標） 

・調査及び設計、用地買収推進、工事推進をします。（用地取得率 96％） 

 〔中日本高速道路（株）担当区間〕 

＜西久保 JCT から海老名北 JCT＞ （平成２２年度開通目標） 

・調査及び設計、用地買収推進、橋梁・改良工事推進をします。（用地取得率 93％） 

宮山第１高架橋工事（14 径間連続鋼床版鋼箱桁 L=930m）を推進 

  宮山第２高架橋工事（４径間連続鋼箱桁 L=199m）を推進 

  田端第５高架橋工事（４径間連続鋼鈑桁 L=200m）に着手 

  田端第６高架橋工事（６径間連続鋼鈑桁 L=185m）に着手 ほか 

＜釜利谷 JCT から藤沢 IC＞ （平成２７年度開通目標） 

【横浜湘南道路】（用地取得率 28％） 

 ・調査及び設計、用地買収推進、工事推進、立坑工事を推進します。 

【高速横浜環状南線】（用地取得率 52％） 

 ・調査及び設計、用地買収推進をします。 

※ 用地取得率は平成１９年３月末現在 

 

■３環状道路の整備の開通目標 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 未開通区間のＩＣ、ＪＣＴは仮称です。 



- 6 - 

【参考】 

 東アジアの主要都市圏の環状道路 
 東アジアの諸国では、道路や空港の社会資本整備が急速な経済成長を支えています。 
北京やソウルでは、環状道路は最大８車線で約９割が完成するなど、東京を追い越す整備水準と
なっています。 

 

 

２）厚木秦野道路 

厚木秦野道路は、一般国道２４６号バイパスとして現道の交通混雑の解消を図ると

ともに、第一東海自動車道（東名高速道路）、第二東海自動車道、さがみ縦貫道路を

相互に連絡し、県央・湘南地域の広域的ネットワークを形成するものです。 

平成１９年度は、伊勢原地区では調査設計及び用地買収を推進するとともに、厚木

地区においては、調査設計及び工事を推進します。 
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 渋滞に関するデータ等の分析や、交通事故データ等の分析による地域の交通・地域特

性・地域の事故特性を「見える化」し、さらに道路利用者のご意見を踏まえつつ対策が

必要な箇所を選定・公表し重点的に対策を実施していきます。 

【主な事業箇所】 

 国道１号  原宿交差点 

 国道１６号 横須賀地区トンネル改修 

１）原宿交差点 
■ 事業の概要 

国道１号と環状４号（主要地方道原宿六浦線
はらじゅくむつうらせん

、一般県道阿久和鎌倉線
あくわかまくらせん

）との交

差点を立体化（国道１号を地下化）し、国道１号の通過交通と環状４号との出入り交

通を分離することによって、交通渋滞を解消、横浜市の放射・環状道路の円滑な交通

の確保、沿道の環境改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （将来：トンネル部） 【標準断面図】 

 （将来：開削部） 

Ａ Ａ’
 

Ｂ Ｂ’

（現況） 

既存ネットワークを活かす 

◆ 渋滞や事故の改善（道路見える化計画） 
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 渋滞損失時間 約 307 万人時間／年  渋滞損失額 約 100 億円／年 
 

ＮＮ

Ｎ
 

平成１６年度 プローブデータ（ＤＲＭ区間算出値） 

戸塚警察署前 1

至 

茅
ヶ
崎

至 

東
京

藤沢BP

出口 
横浜新道

終点 白旗 
陸橋 

藤沢

IC 
20

40

60

吹
上

影
取
町

矢
沢

凡例 

：0～20 万人時間/km・年 

：40 万人時間/km・年～ 

：20～40 万人時間/km・年 

原
宿

至 大船

図 国道１号原宿交差点付近渋滞損失時間図 

（万人時間／年・km）

 

■ 事業の予定 

トンネル工事は平成１９年夏頃より着手する予定です。早期に整備効果を発現させ

るため、渋滞のより激しい上り線を平成２０年末頃に開通予定です。さらに、平成２

１年度に下り線の完成を予定しています。 

 

■ 原宿交差点での渋滞の状況 

国道１号原宿交差点は、その前後が横浜新道、新湘南バイパスといった自動車専用

道路で整備されており、多様な交通（通過、内外、内々）が集中し渋滞しています。   

その状況は県内渋滞ワースト１で、その渋滞損失額は年間約１００億円になります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝のピーク時間帯は２分に１台の路線バスが原宿交差点を通過しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

277台/日 

352台/日 

124台/日

  原宿バス停 

原宿バス停 

原宿四ツ角バス停 

国立病院前バス停 
国立病院前バス停 

至 ドリームランド（湘南台） 

至 大船駅 

至 

鉄
砲
宿
（
藤
沢
側
）

至 

戸
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー(

東
京
側) 

 原宿交差点   

835便/日

82台/日 

朝８時台の東京方面への通過

時間は 順調時の約３～５

参考：原宿バス停（戸塚バスセンター行き） 

１．運行回数：252便/日 

うちピーク時(7～8時)：31便 

２．乗車数：1088人/日、降車数122人/日 

原宿四ツ角バス停 

国道１号 

■ バ ス の 遅 延 時 間 ［ 原 宿 バ ス 停 ： 東 京 方 面 ］

混雑時 順調時

鉄砲宿バス停～

原宿バス停
2 .3 30 6 5 .0倍

ドリー ム ラン ド～

原宿バ ス停
1 .7 16 6 2 .7倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ 平成 １８年 １０月 調査 　混 雑時 ：平 日 ８時台 、  順 調 時 ：休 日 ６～ ８時台  

戸 塚 バ スセン ター 行 き
距離

（ ｋｍ ）

所 要時間 （分 ）
時 間比
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■ 期待される効果 

国道１号と交差する環状４号の交差点通過時間が減少し、幹線機能の向上が図られ

ます。あわせて、大気環境の改善、騒音の軽減なども期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 時間は混雑時 

至 
 

藤
沢 

５分短縮

１７分短縮 

２２分短縮

２６分短縮 

至 湘南台

至 大船 

至 
 

東
京

３７分 

２８分 

６分 

２４分 

２分 

11分 

１分 

11分 原宿 

交差点

国道1号 

環状4号 

：立体工事前

：立体工事後

（Ｈ１３.１１.８調査） 

（国土交通省試算） 



- 10 - 

２）横須賀地区トンネル改修 

■ 事業の概要 

  横須賀市内の国道１６号では狭いトンネルが連続して走行しにくい道路構造とな

っています。また、開通から４０年以上を経過したトンネルが多数存在し、老朽化が

進行しています。このようなトンネル群のうち、抜本的な対策の必要が高いトンネル

を対象に、改修整備を行い、交通の安全性の確保や、交通の円滑化を図るものです。 

  平成１９年度は引き続き調査・設計を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新浦郷ＴＮ（外回り） 

Ｌ＝０．１３ｋｍ 

新船越ＴＮ（外回り） 

Ｌ＝０．１ｋｍ 

新田浦ＴＮ（外回り） 

Ｌ＝０．１２ｋｍ 

新吉浦ＴＮ（内回り） 

Ｌ＝０．２６ｋｍ 
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 橋梁やトンネルなど、高齢化する道路ストックが増大することをふまえ、

大規模な修繕が必要となる前に予防的な対策や長寿命化対策や、維持管理コストの低減

など経済的な道路管理を実施していきます。 

 

① 更新時代への対応 

道路施設の安全を確保するため、橋梁やトンネルなどの保守を重点的に進めます。 

  道路維持修繕における日常管理（清掃・剪定・除草）と舗装補修については、路線・

地域特性を考慮し、コスト縮減を図りつつ効率的に実施します。 

１） 道路資産の保全 

  橋梁における三大損傷（疲労・

塩害・アルカリ骨材反応）に対応

し、予防補修対策を推進します。 

 

  

 

 

 

 

 

【事業箇所】 

国道１６号 本村高架橋橋梁補修（横浜市旭区） 他９橋 

道路ストックを守る 

◆更新時代への適切な対応 

◆防災・震災対策 

国道２４６号つつじ橋 補修のイメージ 

縦桁増設 
  縦 桁 増 設 既設主桁

 舗  装
床 版

架設後５０年を経過する橋梁（推移）

0

40

80

120

160

現在 １０年後 １５年後 ２０年後 ２５年後 ３０年後

（橋梁数）

橋長 15m 以上の本線橋
（横浜国道事務所作成）

縦桁増設 

舗 装 
床 版 

既設主桁 
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２）日常的な道路維持管理のコスト縮減（対前年比 ５％減） 

予算縮減の厳しい日常管理費では、沿道住民や道路利用者の理解を得られる管理水

準を検討し、コスト縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 防災・震災対策 

緊急輸送道路の橋梁耐震補強３箇年プログラムを重点的に実施し、直轄国道について

は全線を「優先確保ルート」とし、平成１９年度までに耐震補強を概ね完了させます。 

  災害に対して安全で信頼性の高い道路網を確保するため、防災・震災対策を重点的に

進めます。 

【事業箇所】 

国道１号 馬入橋
ばにゅうばし

（平塚市）     他６橋 

 

１） 緊急輸送道路の橋梁耐震補強３箇年プログラム 

平成７年の兵庫県南部地震等で橋梁の被災実態を踏まえ、国と県・政令市等が連携

を図りながら、平成１９年度までに完了を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震補強対策の事例（巻立コンクリート） 

３８％減 

５％減  

H15 より 

H18 より 
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① 無電柱化（電線共同溝整備） 

都市景観や防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保と地域再生等を図るため、「無

電柱化推進計画(H16～20)」に基づき、電線共同溝整備を引き続き推進します。整備を

進めるにあたりコスト縮減や、公益事業者との連携を図り整備を迅速化します。 

【事業区間】 

国道１号  国府新宿電線共同溝 

国道２４６号 石田電線共同溝 

国道１６号  鶴ヶ峰電線共同溝     ほか 

 

 

 

 

 

良質な道路空間を形成する 
◆ 無電柱化 

◆ 共同溝整備 

整備前 整備完了後 

無電柱化整備の事例（国道１６号 磯子地区） 
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② 共同溝整備 

平成７年１２月策定の「横浜・川崎地区共同溝整備基本計画協議会」において確定さ

れた「共同溝整備基本計画」に基づいて、道路に埋設されるライフラインをまとめて収

容する共同溝の整備を引き続き推進します。 

【事業区間】 

国道１６号 保土ヶ谷共同溝 

国道１６号 保土ヶ谷・瀬谷共同溝 

国道３５７号 金沢共同溝 

国道３５７号 新杉田共同溝 

  

位置図 断面図 

新杉田共同溝 
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３，その他の主要事業   

 

１）道路ネットワークの整備 

事業名等 箇所名 規模 19 年度事業内容 

国道１号 

新湘南バイパス（Ⅱ期） 

茅ヶ崎市下町屋から 

中郡大磯町大磯 
6.7km 

調査・設計 

用地買収推進 

工事推進 

国道３５７号 

東京湾岸道路 

横浜市鶴見区扇島から 

横須賀市夏島 
15.4km 調査・設計 

 

２）既存ネットワークを活かす 

事業名等 箇所・地先名 規模 19 年度事業内容 

国道１号 

川崎１号環境整備 

川崎市幸区小向仲野町

から川崎市幸区柳町 
2.8km 

調査・設計 

用地買収推進 

国道１号 

小田原箱根道路 

小田原市風祭から 

足柄下郡箱根町湯本 
2.2km 

用地買収推進 

工事推進 

国道１号 

戸部拡幅 

横浜市西区戸部本町から 

横浜市西区浜松町 
0.7km 

用地買収推進 

改良工事推進 

国道１６号 

杉田交差点改良 

横浜市金沢区富岡東から 

横浜市磯子区杉田 
0.5km 

用地買収推進 

改良工事推進 

国道２４６号 

山北バイパス（向原地区） 
足柄上郡山北町向原 1.0km 

調査・設計 

改良工事推進 
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３）道路ストックを守る 

事業名等 箇所・地先名 規模 19 年度事業内容 

国道２４６号 

橋梁伸縮装置補修 

今泉第二高架橋 他 

海老名市上和泉 
５橋 

橋梁伸縮装置補

修 

国道１号 

既設共同溝改修 
横浜駅前 1.8km 補修・補強 

国道３５７号橋梁耐震補強 横浜ベイブリッジ １橋 
橋梁耐震補強工

事推進 

 

４）良質な道路空間を形成する 

事業名等 箇所・地先名 規模 19 年度事業内容 

国道２４６号 

愛甲宮前
あいこうみやまえ

横断歩道橋整備 
厚木市愛甲   １橋 

横断歩道橋設置

工事推進 
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４，予算総括表      

 平成１９年度は交通円滑化、地域連携、共同溝、維持修繕、沿道環境改善、交通事故、

電線共同溝等、総額５４４億円の予算により、道路整備等の推進を図ります。 

※ 直轄道路維持修繕費には建設機械整備費含む 

※ 道路事業調査費を除く 

 

（単位：百万円）

前年度 H1９年度 伸び率

【費目別事業費】

交通円滑化事業費（改築） 33,390 28,492 85%

地域連携推進事業費（改築） 1,290 637 49%

沿道環境改善事業費（改築） 6,009 4,899 82%

沿道環境改善事業費 310 378 122%

交通事故重点対策事業費 2,650 2,242 85%

交通安全施設等整備事業費 2,438 2,549 105%

直轄道路維持修繕費 4,532 4,632 102%

共同溝（交通円滑化事業費、地域連携推進事業費） 6,799 1,916 28%

電線共同溝整備事業費 5,271 4,914 93%

（合計）（Ａ） 62,689 50,659 81%

附帯工事費（Ｂ） 6,818 2,944 43%

受託工事費（Ｃ） 641 850 133%

（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ） 70,148 54,453 78%

主な路線別事業費 Ｈ１９年度

首都圏中央連絡自動車道（国道４６８号） 29,473

　 さがみ縦貫道路 21,793

　 横浜湘南道路 4,080

　 高速横浜環状南線 3,600
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５，参考         

一般国道 468 号 首都圏中央連絡自動車道 (金沢～戸塚） 

(高速横浜
こうそくよこはま

環状
かんじょう

南線
みなみせん

) 

１．概  要 

  高速横浜環状南線は、「首都圏中央連絡自動車道」の一部をなすとともに、神奈川

県の「かながわ交通計画」において、また、横浜市の「横浜市中期政策プラン」にお

いても幹線道路として位置づけられています。 

  この道路は、横浜の都心部から半径約１０～１５km に位置し、横浜市郊外各区の相

互連絡を容易にし、市の一体化を図るとともに、横浜中心市街地の交通混雑の緩和を

図ること等を目的に計画された「横浜環状道路」の一部をなす自動車専用道路です。 

  平成７年４月に都市計画決定され、以後、測量、調査、設計及び用地買収等を進め、

平成１２年３月から一部区間で工事に着手しています。 

  平成１９年度は、引き続き調査設計を進めるとともに、用地買収等を推進していき

ます。 

 

２．計画内容 

 所 在 地 ： 横浜市
よこはまし

金沢
かなざわ

区釜利谷
く か ま り や

町
ちょう

～戸塚
と つ か

区汲沢町
くぐみざわちょう

 

             （横浜横須賀道路～一般国道１号） 

 延  長 ： ８．９km 

 構造規格：自動車専用道路（第１種第３級、設計速度８０km／ｈ） 

　（首都圏中央連絡自動車道［金沢～戸塚区間 Ｌ＝8.9km］）

横浜国道事務所担当区間 東日本高速道路（株） 横浜工事事務所

※公田ＩＣ、栄ＩＣ・ＪＣＴ、戸塚ＩＣの名称は仮称です。

なお開通後、高速横浜環状南線は一般有料道路として東日本高速道路（株）が管理予定です。  

担当区間 
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一般国道 468 号 首都圏中央連絡自動車道 

（横浜湘
よこはましょう

南道路
なんどうろ

） 

１．概 要 

  横浜湘南道路は、「首都圏中央連絡自動車道」の一部をなすとともに、神奈川県の

「かながわ交通計画」において、また、横浜市の「横浜市中期政策プラン」において

も幹線道路として位置付けられています。 

  既に事業化されている「さがみ縦貫道路」「高速横浜環状南線」や供用中の「新湘

南バイパス」と一体となって自動車専用道路のネットワークを形成し、広域的な交通

の円滑化を図るとともに、地域交通の交通分担を適正化し、国道１号等の交通混雑の

緩和を目的に計画された道路です。 

  平成１２年７月に都市計画決定され、以後、測量・調査・設計及び用地買収を進め、

平成１７年６月から一部区間で工事に着手し、平成１８年９月より藤沢市域の区分地

上権の手続きに入っています。 

  平成１９年度は、引き続き調査設計を進めると共に、用地買収及び立坑工事を推進

します。 

 

２．計画内容 

 所 在 地 ： 横浜
よこはま

市栄区田谷町
しさかえくたやちょう

 ～ 神奈川
か な が わ

県藤沢市
けんふじさわし

城南
じょうなん

 

        （高速横浜環状南線～新湘南バイパス） 

 延  長 ： ７．５km 

 構造規格 ： 自動車専用道路（第１種第３級、設計速度８０km/h） 

ふ
じ

さ
至 

藤
沢

市

事業化 平成１３年度

さ
か

え
自

横
浜

市

至 

藤
沢
市

ふ

じ

さ

わ

し

城
南

じ
ょ
う
な
ん

一
丁
目

い
っ
ち
ょ
う
め 

自 

横
浜

よ
こ
は
ま

市
栄
区
田
谷
町

し
さ

か
え
く
た
や
ち
ょ
う 
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一般国道 468 号 首都圏中央連絡自動車道（茅ヶ崎～厚木） 

（さがみ縦貫
じゅうかん

道路
どう ろ

） 

１．概 要   

  さがみ縦貫道路は「首都圏中央連絡自動車道」の一部をなすとともに、神奈川県の

「かながわ交通計画」において幹線道路として位置づけられています。 

  神奈川県内の道路は､県央部を南北に走る幹線道路等が不足しているため､特に主

要幹線道路の国道 129 号､246 号の渋滞は著しく、そのため県道から生活道路に至るま

で交通混雑が見られ、日常生活や地域の活性化に支障を及ぼしています｡ 

   この道路は県央部の体系的な道路ネットワークの整備を行い、道路交通の円滑化を

図ることを目的として計画された自動車専用道路です。 

  平成１９年度は、引き続き調査・設計、用地買収及び工事を推進します。 

 

２．計画内容 

 所 在 地 ： 神奈川県
か な が わ け ん

茅ヶ崎市
ち が さ き し

西久保
に し く ぼ

～神奈川
か な が わ

県厚木
けんあつぎ

市上
し か み

依知
え ち

      

        （新湘南バイパス～一般国道 129 号） 

 延  長 ：  ２１．４㎞ 

 構造規格 ： （仮称）西久保ＪＣＴ～（仮称）海老名北ＪＣＴ 

自動車専用道路（第１種第３級、８０㎞／h） 

        （仮称）海老名北ＪＣＴ～（仮称）相模原ＩＣ 

         自動車専用道路（第１種第２級、１００㎞／h） 
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一般国道 1号 小田原箱根
お だ わ ら は こ ね

道路
どう ろ

 

１．概 要 

小田原箱根道路は、国道１号のバイパスとして小田原市風祭から足柄下郡箱根町湯

本間の交通混雑の解消を目的とした延長約２．２ｋｍの４車線バイパス道路です。  

平成８年度より工事に着手し、平成１７年３月２８日に２車線（山崎 IC の立体化

を除く）で一部開通しました。 

平成１９年度は用地残件６件について早期の取得を図り、全線完成開通を目指しま

す。 

 

２．計画内容 

 所 在 地 ： 神奈川県
か な が わ け ん

小田原市
お だ わ ら し

風祭
かざまつり

～神奈川県
か な が わ け ん

足柄下郡箱根町
あしがらしもぐんはこねまち

湯本
ゆ も と

 

 延  長 ： ２．２km 

 構造規格 ： 一般国道（第３種第２級、設計速度６０km/h） 

 

 

 

 

 

【位置図】 

２車線一部開通区間

未開通区間

既開通路線

凡 例 

【暫定開通時の状況】 

 
至）箱根湯本 
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一般国道２４６号 厚木秦
あつぎはだ

野道路
の ど う ろ

 

 

１．概 要 

  厚木秦野道路は、一般国道２４６号バイパスとして現道の交通混雑の解消を図ると

ともに、第一東海自動車道（東名高速道路）、第二東海自動車道、さがみ縦貫道路を

相互に連絡し、県央・湘南地域の広域的ネットワークを形成し、且つ、沿線の関連開

発計画の支援、沿線都市の健全な発展等に寄与する道路です。 

  平成１９年度は、伊勢原地区では調査設計及び用地買収を推進するとともに、厚木

地区においては、調査設計及び工事を推進します。 

  

２．計画内容 

 所 在 地： ①厚木地区 神奈川
か な が わ

県厚木市
け ん あ つ ぎ し

中依
な か え

知
ち

～同市飯山
いいやま

 

（さがみ縦貫[(仮称)圏央厚木ＩＣ・ＪＣＴ]～ 

                   一般国道 412 号ＢＰ[(仮称)厚木北ＩＣ]） 

        ②伊勢原地区 神奈川県
か な が わ け ん

伊勢原市
い せ は ら し

西富
にしとみ

岡
おか

～同市善波
ぜ ん ば

 

県道相模原大磯線～一般国道 246 号[(仮称)伊勢原西ＩＣ]） 

 延 長： ①３．６ｋｍ 

②４．８ｋｍ 

 構造規格：自動車専用道路（第１種３級、設計速度８０km/h） 

N

129

事業区間

厚木市

神奈川県

海老名市

平塚市中井町
大井町

秦野市

松田町

伊勢原市

小田原
厚木道路

清川村

第一東海自動車道（東名高速道路）

412

271

246

第ニ東海自動車道

秦野西I.C

渋沢I.C

秦野中井I.C

伊勢原西I.C

伊勢原北I.C

森の里I.C

厚木北I.C 厚木I.C・

J.C.T

厚木秦野道路(一般国路246号バイパス）　L=29.1km

事業区間

※ＩＣ・ＪＣＴはすべて仮称

②Ｌ＝4.8km ①Ｌ＝3.6km

凡　例

一般国道246号

事業区間

計画区間

管理区間

管理区間外

主要地方道

有料道路

圏央厚木I.C・
J.C.T

 

 


